
食
教
育
フ
ェ
ス
タ
ふ
ち
ゅ
う

　

そ

の

評

価

は

武
蔵
国
府
の
国
庁
跡

　

今

後

の

予

定

は

商
店
街
の
現
状

　

そ

の

認

識

は

生活安全条例

　その取組と成果は

障がい者への就労支援事業

　状 況 と 評 価 は

市
制
施
行
50
周
年
記
念
事
業

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
第
三
者
評
価

水
と
緑
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業

Ｐ

Ｆ

Ｉ

事

業

基

金

の

考

え

方

委
員　

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で
２

日
間
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
た
﹁
食

教
育
フ
ェ
ス
タ
ふ
ち
ゅ
う
﹂
は
、

多
く
の
方
が
関
心
を
持
ち
、
６
０

０
０
人
も
の
来
場
者
が
あ
っ
た
と

聞
く
。
こ
の
中
で
、
給
食
の
試
食

も
行
わ
れ
た
が
、
そ
の
実
績
は
。

　

ま
た
、
こ
の
事
業
の
評
価
と
今

後
の
展
開
を
聞
き
た
い
。

学
務
保
健
課
長　

試
食
数
は
両
日

と
も
各
５
０
０
食
、
合
計
１
０
０

０
食
を
提
供
し
好
評
で
あ
っ
た
。

　

食
育
を
テ
ー
マ
に
し
た
フ
ェ
ス

タ
を
開
催
し
た
こ
と
は
、
今
ま
で

市
町
村
レ
ベ
ル
で
は
な
か
っ
た
中

で
、
本
市
か
ら
全
国
に
発
信
で
き

た
こ
と
は
大
き
な
評
価
と
し
て
と

ら
え
る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
給

食
展
と
し
て
地
道
に
実
施
し
て
い

き
た
い
。

委
員　

武
蔵
国
府
の
国
庁
跡
に
つ

い
て
は
、
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
、

平
成
17
年
２
月
に
は
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
が
開
催
さ
れ
た
。

　

現
在
は
、
シ
ー
ト
が
か
け
ら
れ
、

周
り
が
囲
わ
れ
て
い
る
状
態
だ
が
、

今
後
の
予
定
を
聞
き
た
い
。

文
化
財
担
当
主
幹　

発
掘
地
の
北

側
及
び
南
側
を
調
査
し
た
い
と
考

え
て
お
り
、
現
在
土
地
所
有
者
と

交
渉
を
進
め
て
い
る
。

　

ま
た
、
発
掘
地
は
、
柱
の
跡
が

確
認
さ
れ
て
い
る
の
で
、
柱
の
形

を
調
査
し
た
後
に
、
埋
め
戻
す
こ

と
に
な
る
。
し
か
し
、
埋
め
戻
し

に
つ
い
て
は
、
国
の
史
跡
指
定
を

受
け
た
い
と
の
意
向
も
あ
る
の
で
、

慎
重
に
保
存
処
理
す
る
と
と
も
に
、

市
街
地
の
中
心
部
で
あ
り
、
市
民

の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
進
め
た
い
。

委
員　

平
成
15
年

９
月
に
、
生
活
安

全
条
例
が
制
定
さ

れ
、
16
年
１
月
に

施
行
さ
れ
た
。

　

本
条
例
は
、
市

民
の
期
待
も
大
き

く
、
今

後
、
更

な
る
充
実
を
目
指
し
て

い
っ
て
ほ
し
い
と
思
う
。

　

そ
こ
で
、
条
例
制
定

後
の
取
組
と
成
果
を
聞

き
た
い
。

地
域
安
全
対
策
課
長
補

佐　

条
例
制
定
後
、
16

年
12
月
に
文
化
セ
ン
タ

ー
で
地
域
防
犯
の
集
い
、

17
年
３
月
に
は
地
域
安

全
リ
ー
ダ
ー
講
習
会
な

ど
の
各
種
事
業
を
実
施

し
た
。

　

成
果
と
し
て
は
、
17
年
１
月
か

ら
６
月
ま
で
の
上
半
期
の
犯
罪
発

生
状
況
が
１
６
７
５
件
と
、
16
年

の
同
時
期
と
比
較
し
て
４
６
９
件

の
減
と
な
っ
て
お
り
、
警
察
の
取

締
り
の
強
化
と
と
も
に
、
市
民
活

動
の
成
果
と
評
価
し
て
い
る
。

▲地域安全リーダー講習会

委
員　

平
成
16
年

度
の
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
事
業
の
中
に
、

障
が
い
者
の
就
労

支
援
事
業
が
あ
る
。

　

17
年
度
か
ら
、

﹁
ジ
ョ
ブ
コ
ー
チ
﹂

に
格
上
げ
さ
れ
た

が
、
そ
の
状
況
と

評
価
を
聞
き
た
い
。

障
害
者
福
祉
課
長
補
佐　

障
害
者

の
就
労
支
援
に
つ
い
て
は
、
16
年

度
に
調
査
・
研
究
を
行
い
、
そ
の

結
果
を
踏
ま
え
、
非
常
勤
職
員
に

よ
る
週
２
日
体
制
を
、
17
年
度
か

ら
は
職
員
１
名
を
配
置
し
常
時
実

施
し
て
い
る
。

　

９
月
15
日
現
在
の
状
況
は
、
登

録
者
等
が
43
名
、
就
業
相
談
や
就

業
準
備
の
支
援
等
の
就
労
支
援
が

２
９
６
件
、
生
活
支
援
が
２
５
０

件
等
と
な
っ
て
お
り
、
３
人
が
一

般
就
労
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
る
。

委
員　

市
は
、
商
店
街
振
興
プ
ラ

ン
に
沿
い
各
種
事
業
を
進
め
て
い

る
が
、
商
店
街
が
抱
え
て
い
る
問

題
に
は
、
様
々
な
も
の
が
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
市
は
商
店
街
の
現
状

を
ど
う
認
識
し
て
い
る
か
。

　

ま
た
、
商
店
街
の
中
核
を
な
す

商
店
会
へ
の
コ
ン
ビ
ニ
等
チ
ェ
ー

ン
店
の
加
入
率
を
聞
き
た
い
。

経
済
観
光
課
長　

商
店
街
は
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
、
チ
ェ
ー

ン
店
等
、
環
境
の
変
化
に
対
応
す

る
必
要
が
あ
る
と
と
も
に
、
人
々

が
交
流
し
、
安
心
し
て
生
活
し
て

い
く
た
め
の
拠
点
と
考
え
る
。
今

後
、
商
店
会
の
役
割
は
、
ま
す
ま

す
大
き
く
な
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

平
成
16
年
に
実
施
し
た
商
店
街

連
合
会
加
盟
の
商
店
会
を
対
象
と

し
た
調
査
で
は
53
・
４
％
で
あ
る
。

委
員　

平
成
16
年
度
は
、
市
制
施
行
50

周
年
記
念
事
業
が
行
わ
れ
、
次
の
50
年

に
向
け
て
の
大
き
な
ス
タ
ー
ト
が
切
ら

れ
た
節
目
の
年
で
あ
っ
た
と
思
う
。

　

そ
こ
で
、
こ
の
事
業
の
成
果
を
聞
き

た
い
。

総
務
部
長　

第
一
に
、
環
境
の
大
切
さ

を
Ｐ
Ｒ
す
る
と
と
も
に
、
緑
豊
か
な
環

境
を
美
し
く
整
え
る
基
盤
整
備
に
着
手

で
き
た
こ
と
、
第
二
に
、
市
民
の
ソ
フ

ト
パ
ワ
ー
の
結
集
に
向
け
て
の
足
が
か

り
と
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
、
第
三

に
、
多
く
の
市
民
が
事
業
に
参
加
す
る

こ
と
に
よ
り
、
市
民
が
本
市
の
歴
史
や

文
化
を
知
り
、
本
市
を
誇
り
に
思
い
、

本
市
に
住
ん
で
良
か
っ
た
と
実
感
し
て

も
ら
う
こ
と
が
で
き
た
も
の
と
考
え
る
。

委
員　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
第
三
者
評
価
事

業
は
、
平
成
16
年
度
、
都
の
助
成
制
度

の
も
と
に
、
着
実
に
推
進
さ
れ
、
利
用

者
に
と
っ
て
は
、
サ
ー
ビ
ス
選
択
の
情

報
が
得
ら
れ
、
安
心
と
信
頼
に
つ
な
が

る
も
の
と
考
え
る
。

　

そ
こ
で
、
同
事
業
の
成
果
と
課
題
に

つ
い
て
聞
き
た
い
。

福
祉
保
健
部
長　

成
果
と
し
て
は
、
潜

在
化
し
た
利
用
者
の
評
価
や
意
向
を
把

握
で
き
る
こ
と
や
、
改
善
点
等
の
発
見

に
つ
な
が
る
こ
と
に
よ
り
、
サ
ー
ビ
ス

の
面
で
の
向
上
が
期
待
さ
れ
る
。

　

課
題
と
し
て
は
、
制
度
発
足
後
２
年

と
い
う
短
期
間
の
た
め
、
本
制
度
へ
の

認
識
が
ま
だ
高
ま
っ
て
い
な
い
こ
と
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

委
員　

基
金
は
、
目
的
別
に
積
み
立
て
、

計
画
的
に
取
り
崩
し
、
事
業
費
に
充
て

て
き
て
お
り
、
平
成
16
年
度
の
基
金
繰

入
額
は
、
約
28
億
円
と
な
っ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
今
後
の
基
金
に
つ
い
て
の

考
え
方
を
聞
き
た
い
。

財
務
部
長　

基
金
は
、
福
祉
や
公
共
施

設
の
整
備
な
ど
の
財
政
需
要
の
高
い
分

野
に
つ
い
て
、
特
定
の
目
的
の
た
め
に

財
産
を
維
持
し
、
資
金
を
積
み
立
て
、

ま
た
は
定
額
の
資
金
を
運
用
す
る
た
め

に
設
け
て
い
る
。

　

今
後
予
測
さ
れ
る
財
政
負
担
に
備
え

る
た
め
、
ま
た
、
特
定
の
年
度
に
過
度

の
負
担
が
生
じ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、

計
画
的
に
積
み
上
げ
、
有
効
に
活
用
し

て
い
き
た
い
。

委
員　

本
市
の
大
き
な
政
策
の
一
つ
で

あ
る
水
と
緑
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
が
、

平
成
16
年
度
に
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　

同
事
業
に
つ
い
て
は
、
16
年
度
に
水

と
緑
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
拠
点
整
備
基
本

計
画
が
策
定
さ
れ
た
が
、
現
在
の
進
ち

ょ
く
状
況
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

水
と
緑
事
業
本
部
長　

市
民
健
康
セ
ン

タ
ー
や
郷
土
の
森
博
物
館
、
そ
し
て
そ

の
周
辺
区
域
を
対
象
と
し
た
基
本
計
画

に
基
づ
き
、
17
年
度
に
は
、
庁
内
の
関

係
課
と
調
整
を
進
め
、
実
施
計
画
を
検

討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

現
在
、
そ
の
素
案
が
で
き
た
状
況
で

あ
り
、
今
後
は
市
民
の
意
見
を
反
映
し

な
が
ら
、
17
年
度
内
に
実
施
計
画
を
策

定
し
て
い
き
た
い
。

委
員　

Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
で
進
め
ら
れ
て
い

る
市
民
会
館
・
中
央
図
書
館
複
合
施
設

整
備
事
業
に
つ
い
て
、
現
在
、
契
約

書
案
を
作
成
し
て
い
る
段
階
と
聞
く
が
、

今
後
、
計
画
変
更
し
た
方
が
い
い
と
い

う
意
見
が
出
た
場
合
は
、
計
画
変
更
す

る
こ
と
は
可
能
な
の
か
。

生
活
文
化
部
長　

基
本
的
に
は
、
相
応

な
手
順
を
踏
ん
で
き
て
い
る
の
で
、
後

戻
り
し
た
り
、
契
約
金
額
の
変
更
や
審

査
会
の
評
価
を
変
え
る
よ
う
な
こ
と
は

避
け
る
べ
き
も
の
と
考
え
る
。

　

今
後
は
、
実
施
設
計
の
中
で
、
対
応

で
き
る
よ
う
な
市
民
の
意
見
や
要
望
等

が
あ
れ
ば
、
対
応
し
て
い
く
こ
と
も
考

え
ら
れ
る
。

区　　　　分 最終予算額 収入済額 支出済額
収入率
（％）

執行率
（％）

一　般　会　計

特　
　

別　
　

会　
　

計

国民健康保険

老人保健医療

介 護 保 険

競 走 事 業

公 共 用 地

下 水 道 事 業

受託水道事業

火災共済事業

平成16年度各会計別歳入歳出決算の状況

  865億  417万8千円

  172億7070万円　

  137億9375万4千円

　 84億  955万2千円

  633億1366万9千円

　 33億5855万8千円

　 　43億2552万6千円

　 24億4490万円

　　　  1023万3千円

  850億8685万2千円

  168億2399万4千円   

　135億7830万9千円

　 82億7983万7千円

  626億3744万9千円

　 32億5694万7千円

　 　43億2230万2千円

　 18億7047万9千円

　　　    729万円

98.4

97.4

98.4

98.5

98.9

97.0

99.9

76.5

71.2

  836億3565万6千円

  167億6246万7千円     

135億7830万8千円

　 82億5452万9千円     

  623億2523万5千円

31億2634万2千円

　 　42億9431万6千円

18億7047万9千円

　　　   527万2千円

96.7

97.1

98.4

98.2

98.4

93.1

99.3

76.5

51.5

歳入  850億8685万2千円 歳出  836億3565万6千円

平成16年度一般会計決算款（科目）別内訳
かん

都
支 出 金 66億1722万1千円（

7.8％
）

市　　　債 90億1440万円 （10.6
％）

国庫支出金 98億8405万2千円（
11.6％

）

そ
の 他 174億3355万6千円（

20.5％
）
そ
の 他 57億1026万7千円（

6.8％
）

衛
生 費 78億7577万2千円（

9.4％
）

総
務 費

85億6321万9千円（
10.2％

）教
育 費

95億9343万8千円（1
1.5％

）

土
木 費 100億3528万1千円（1

2.0％
）

公
債 費 112億6478万9千円（1

3.5％
）

民
生 費 305億9289万円 （36.6

％）市　　　税 421億3762万3千円（
49.5％

）
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